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一般社団法人Public Meets Innovation代表理事
内閣官房シェアリングエコノミー伝道師

1989年生まれ。国際基督教大学（ICU）卒。新卒でリクルートに入社、人材領域の法人営業を経
験後、クラウドワークス経営企画室でIR・広報・公共政策担当を経て現職。シェアリングエコノ
ミーの活動家として普及活動・政策推進に従事。2018年ミレニアル世代の現役官僚とイノベータ
が次の社会ビジョンを立案する政策シンクタンクPublicMeetsInnovationを起業。厚生労働省「シ
ェアリングエコノミーが雇用・労働に与える影響に関する研究会」構成委員、経済産業省「シェ
アリングエコノミーにおける経済活動の統計調査による把握に関する研究会」構成委員、総務省
「情報通信審議会郵政政策部会郵便局活性化委員会」構成委員、総務省地域情報化アドバイザ
ー。ほかNewsPicks WEEKLYOCHIAI のレギュラーMCや拡張家族Ciftメンバーなど広く活動。著
書に『シェアライフ新しい社会の新しい生き方』（クロスメディア・パブリッシング）がある。



64人のクリエイターが「ともに暮らし、ともに働き、

ともに子育てをする」血の繋がらない拡張家族を実践

● 0歳児〜60代の多世代がともに暮らす

● 弁護士・ミュージシャン・料理研究家・作家・・肩書数は130以上
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● 総拠点数は120以上（家族で全国拠点マップを共有）

● Ciftが所有する拠点（渋谷・松濤・鎌倉・京都・オランダ）

64人のクリエイターが「ともに暮らし、ともに働き、

ともに子育てをする」血の繋がらない拡張家族を実践



シェアリングエコノミーとは



https://www.google.co.jp/search?biw=901&bih=663&tbm=isch&sa=1&ei=fdKIXP2-
F8Xa8QWmx5GQCQ&q=%E6%B1%9F%E6%88%B8%E6%99%82%E4%BB%A3+%E9%95%B7%E5%B1%8B+%E6%9D%91&oq=%E6%B1%9F%E6%88%B8%E6%
99%82%E4%BB%A3+%E9%95%B7%E5%B1%8B+%E6%9D%91&gs_l=img.3...12302.14457..15338...2.0..0.92.667.8......1....1..gws-wiz-
img.......0j0i30j0i24j0i4.t_ykqwkbjzU#imgrc=3mnP3loKiPfCSM: 







シェアリングエコノミー経済規模は過去最高 1兆8,000億円超え、30年には11兆円と予測生活の充実

度や幸福度向上にも寄与



シェアリングエコノミー経済規模は過去最高 1兆8,000億円超え、30年には11兆円と予測生活の充実

度や幸福度向上にも寄与



つながりをつくる鍵

信頼







住居拠点のシェア

自家用車のシェア

廃棄前商品のシェア

食材のシェア





シェアが個人にもたらす影響



1.  1億総活躍社会の実現
シニアや子育てママの社会参画 / 多様な働く選択肢の創出 / 副業や兼業の促進

2.  地方創生・共助の社会の実現
公助ではなく、個人間でともに助け合う共助の地域創生へ / 
地方有休資産や公共施設の活用

3.  サステイナブルな社会の実現
遊休資産・資源の有効活用、過剰生産・過剰消費に代わるゆるやかな消費文化の創出

4.   新たなイノベーションの創出
新しい体験や付加価値の創造

シェアが社会にもたらす影響



シェアで「働き方」が変わる

シェアで「住む・暮らし」が変わる

シェアで「旅のスタイル」が変わる

シェアで「家族・子育て」が変わる

シェアで「老後」が変わる

シェアで「教育」が変わる



シェアで「働き方」が変わる

好きな場所で好きな時間に好きなだけ仕事にできる

これまで これから

収入口 一つの会社 複数の会社・個人

人間関係 会社の同僚・クライアント 世界中の人

働く場所 毎日同じ 自分で選ぶ

仕事の定義 労働 労働+生活の中で稼ぐ

価値 スキル重視 個人がもつ経験・知識・
場所・モノなど



シェアで「住む・暮らし」が変わる

シェアすることで全国に世界中に「ただいま」と言える
居場所ができていく

これまで これから

住む家 ひとつ 複数

住む場所 会社の近く 全国・世界どこでも

暮らし方 借りる or 買う + 貸す / 宿にする

住む人 一人 or 恋人 or 家族 + 趣味・価値観





The New Era
時代と価値観の変化



組織から個人が中心の時代へ



これまで いま

無限 有限

ものが「ない」時代 ものが「ある」時代

資本主義の疲弊と限界

モノの「個別化」とつながりの希薄化、孤独

貨幣価値に支配される価値観



これまで これから

豊かさの定
義

所有 共有

資本価値 お金 つながり

個人の価値 ステータス 信頼

充足感の軸 物質的
（目に見えやすい）

精神的
（目に見えにくい）

主語 わたし
個人主義

私たち
みんな主義

豊かさのパラダイムシフト



ç

新たな人間関係・コミュニティ

シェアで「居場所」ができていく

血縁
家族

恋人
学校・
企業

Airb
nb

anyca

コワーキ
ングスペ
ース

シェアハ
ウス

Dog
huggy

AsMa
ma

血縁・地縁・所属組織 消費・趣味・価値観に基づく



シェアライフは「信頼」で成り立つ

信頼-TRUST



①ローカルな信頼

②制度に預ける信頼

③テクノロジーによる信頼

「信頼」の変化

どう日本型の信頼をデザインしていけるか？が鍵



持続可能な都市・まちづくりとしての
シェアリングシティ



シェアリングシティ



世界に広がるシェアリングシティ



● 2009年から持続可能なスマートシティを目指す一環として
2015年2月に「アムステルダム・シェアリングシティ」を宣言

● 2016年4月にアムステルダム市がアクションプランを発表
● 市内の高齢者や低所得者（約18万人）を対象に、

”City Pass”を発行し、サービスがさまざまな市民に利用
できるように促す。



● 人口1,000万人を超える大都市ソウルでは、交通渋滞、環境
問題、社会保障などさまざまな都市問題を抱えている。2008
年の世界金融危機以降の税収減で、これらの対策の解決策と

してシェアリングエコノミーの促進を掲げた。雇用を創出し

て所得を増やし、環境問題に取り組み、不必要な消費や無駄

を減らし、信頼に基づく人間関係を取り戻すことを目指した。

● 2012年「ソウル特別市共有促進条例」を制定



平成30年度：2018月6月15日発表

『骨太方針2018』『未来投資戦略2018』に記載





シェアリングエコノミー活用推進事業

シェアニッポン100事例集 2018年度 76事例創出
※2019年3月22日 内閣官房シェアリングエコノミー促進室から発表

政府の地方自治体へのシェアリングエコノミー普及活動
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佐賀県多久市：シェアで就業機会の創出
地域に暮らしながら収入機会の選択肢を



自然災害におけるシェアの可能性



共助と共創としての
日本型シェアリングエコノミー

社会資本の形成に
シェアは欠かせないキーワード


